
　
市
で
は
、
地
方
財
政
の
縮
小
時
代
を
踏

ま
え
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
補
助
金
を

効
果
的
・
効
率
的
に
交
付
す
る
と
と
も
に

適
正
な
執
行
を
確
保
す
る
た
め
、
昨
年
７

月
に
市
民
９
人
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
補

助
金
見
直
し
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

見
直
し
の
対
象
と
な
る
１
７
０
件
の
補
助

金
に
つ
い
て
２
年
に
わ
た
る
検
討
を
お
願

い
し
て
き
ま
し
た
。
18
回
の
委
員
会
を
経

て
、
こ
の
た
び
提
言
書
が
市
長
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。（
写
真
）

　
三
つ
目
は
、
市
の
補
助
金
施
策
に
対
す

る
意
見
を
付
し
た
こ
と
で
、
そ
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

 -------------------------------------------------

　
当
委
員
会
は
本
市
に
お
け
る
「
補
助
事

業
の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
実
施
と
補
助

金
等
の
適
正
化
に
資
す
る
」
た
め
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
市
民
参
画
を
基
に
情
報
の

共
有
と
２
年
間
に
わ
た
る
討
論
の
場
を
設

定
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
謝
い
た
し

ま
す
。

　
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
「
補
助
金
の
見

直
し
」
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
の
た
め
に
何

の
目
的
で
行
う
の
か
を
考
え
る
と
、
当
然

に
し
て
市
民
の
た
め
に
市
民
生
活
の
安
定

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
よ
っ
て
検
討
作
業
に
お
き
ま
し
て
は
、

見
直
し
に
よ
り
市
民
の
生
業
が
活
力
を
落

と
す
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
市
民
に
主
権
あ
る
活
用
が
な
さ

れ
る
よ
う
注
意
を
払
っ
て
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
上
記
の
と
お
り

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
委
員
会
は
、
補
助
金
の
見
直
し
が
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
利
用
す
る
施
策
の

一
翼
で
あ
る
こ
と
を
心
に
銘
じ
て
、
18
回

に
及
ぶ
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
補
助
金
は
平
成
20
年
度

の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
３
０
８
億
６
、

６
０
０
万
円
の
３
・
１
％
と
ご
く
一
部
で

あ
り
、
見
直
し
検
討
に
よ
り
全
市
に
お
け

る
補
助
金
の
平
準
化
や
柔
軟
な
使
途
へ
の

一
歩
が
踏
み
出
せ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に

よ
っ
て
市
財
政
全
体
が
直
ち
に
健
全
化
す

る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
自
主
財
源
に
乏
し
く
、
国
か
ら
の
交
付

税
に
依
存
し
て
い
る
現
状
の
当
市
で
は
、

今
後
も
着
実
に
財
政
基
盤
を
固
め
る
必
要

が
あ
り
、
補
助
金
に
限
ら
ず
他
の
歳
出
に

つ
い
て
も
ま
さ
に
身
を
削
る
見
直
し
を
進

め
、
軽
量
化
す
る
こ
と
は
市
の
将
来
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
す
。「
補
助
金
だ

け
を
削
減
し
て
」
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
の

な
き
よ
う
市
政
全
体
を
見
直
し
、
市
民
理

解
の
得
ら
れ
る
行
財
政
改
革
を
今
後
と
も

強
力
に
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
福
祉

や
地
域
活
力
を
高
め
る
施
策
な
ど
の
充
実

を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 -------------------------------------------------

　
市
で
は
、
こ
の
提
言
に
よ
る
個
々
の
補

助
金
の
見
直
し
結
果
に
基
づ
き
、
21
年
度

予
算
（
案
）
に
反
映
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
な
お
、
２
年
に
わ
た
る
補
助
金
見

直
し
の
検
討
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
市
民

委
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。
長

い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
委

員

長

：

清
水
　
功

　
副
委
員
長

：

藤
ノ
木
信
子

　
委
　
　
員

：

内
山
ミ
サ
、
押
木
敦
子
、  

　
　
　
　
　
　
佐
藤
定
行
、庭
野
レ
イ
子
、

　
　
　
　
　
　
藤
田
　
求
、
水
落
雅
史
、

　
　
　
　
　
　
山
岸
富
司
雄

　
　
　
　
　
　
　（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

■
問
合
せ
　
財
政
課
財
政
係

　
　
　
　
　
☎
７
５
７
―
３
１
１
４

　
提
言
の
主
な
内
容
の
一
つ
目
は
、
個
々

の
補
助
金
の
見
直
し
を
行
う
た
め
に
必
要

な
ル
ー
ル
と
し
て
、「
補
助
金
の
適
正
化

に
係
る
基
本
方
針
」
と
、
こ
の
基
本
方
針

に
基
づ
い
て
「
補
助
金
交
付
基
準
」
や
「
補

助
金
見
直
し
基
準
」
を
定
め
補
助
金
の
見

直
し
を
進
め
て
き
た
こ
と
。 

　
二
つ
目
は
、
各
種
団
体
な
ど
の
個
々
の

補
助
金
の
実
態
を「
補
助
金
見
直
し
基
準
」

に
照
ら
し
て
評
価
し
、
客
観
的
に
今
後
の

交
付
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
こ
と
で
、
結

果
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

見直し区分 件数

継続（減額含む）
すべきもの

111

廃止すべきもの 32

明らかに減額すべ
きもの

19

統廃合すべきもの 6

包括的補助金に組
み替えるもの（※）

2

合  　　  計 170

※
地
域
独
自
の
補
助
金
や
交
付
基
準
を
統
一
す

る
こ
と
が
困
難
な
補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、

18
年
度
か
ら
補
助
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
費
補
助
金
（
各
地
域
協
議
会
単
位
で
50
万

円
）
と
合
わ
せ
て
、
一
括
し
て
補
助
（
包
括

補
助
金
と
い
う
）
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
協
議
会
の
判
断
を
尊
重
し
て
補
助
額
を

決
定
す
る
も
の
で
す
。

補
助
金
見
直
し
検
討
委
員
会
が

「
補
助
金
の
あ
り
方
」に
つ
い
て
提
言

　
11
月
19
日
㈬
、補
助
金
見
直
し
検
討
委
員
会
（
清
水
功
委
員
長
）
か
ら
、

「
補
助
金
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
提
言
を
受
け
ま
し
た
。

事業 メニュー 事　　業　　概　　要 問　合　せ

二
重
被
災
者
緊
急
対
策

二重被災者住宅債務償還

特別支援

　復興基金既存事業「被災者住宅復興資金利子補給」

により利子補給を受けている被災者が、中越沖地震で

被災し新たな住宅債務を借り入れる場合に、既存制度

の利子補給対象期間以降の利子相当額を補助します。

克雪維持課建築住宅係

☎757-9935

二重被災者宅地復旧工事

特別支援

　中越大震災により被災し、宅地の復旧を行った被災

者が、中越沖地震による被災で再度宅地の復旧を行う

場合に、中越大震災時の宅地復旧に要した経費の自己

負担額を特別に支援します。

建設課都市計画係

☎757-9937

二重被災者農林水産業関

係債務償還特別支援

（新潟県中越地震災害対策

資金利子補給）

　復興基金既存事業「新潟県中越地震災害対策資金利

子補給」により利子補給の承認の対象となっている農

業者のうち、中越沖地震で被災したことにより新たな

借入を行う者に対し、既存事業の利子補給の対象とな

った期間以降の利子相当額について特別に補助します。

農林課農業企画係

☎757-3120

●㈶新潟県中越大震災復興基金事業

事業 メニュー 事　　業　　概　　要 問　合　せ

被
災
者
生
活
支
援
対
策
（
中
越
大
震
災
に
よ
る
被
災
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

地域コミュニティ施設等

再建支援

（集会施設等再建）

　中越沖地震で被災したコミュニティ施設の建替・修

繕の対象経費を補助します。

　対象はコミュニティ施設を所有・管理する集落また

は自治会などで、補助率は対象経費の４分の３です。

十日町地域：

総合政策課自治振興係

☎757-3193

そのほかの地域：

各支所地域振興課へ問

い合わせてください。

地域共用施設等復旧支援

　集落または自治会などが設置・維持管理している被

災した私有道路、共有消雪施設、そのほかの共用施設

の復旧経費を補助します。

　対象は自らが設置・維持管理している被災した共用

施設などを復旧しようとする集落または自治会などで、

補助率は対象経費の４分の３、補助上限額は3,000万円

です。

（私有道路）　

　農道・作業道以外の集落内生活関連道路の復旧経費

（50万円未満を除く）を対象とします。

（共有消雪施設）　

　消雪パイプ、流雪溝などの復旧経費（30万円未満を

除く）を対象とします。

（そのほかの共用施設）　

　防火水槽などの共用施設の復旧経費（20万円未満を

除く）を対象とします。

十日町地域：

（私有道路）

克雪維持課維持管理係

☎757-9932

（共有消雪施設）

克雪維持課克雪利水係

☎757-3198

（そのほかの共用施設）

防災安全室震災復興係

☎757-3197

そのほかの地域：

各支所農林建設課へ問

い合わせてください。

水道・ガス設置等支援

　中越沖地震で居住していた住宅などに被害を受け、

県内に住宅を移転して新築することを余儀なくされた

被災者の水道などの新たな布設工事に要する経費を補

助します。

上下水道局

☎757-3115

●㈶新潟県中越沖地震復興基金事業

復興基金事業　新規制定のお知らせ
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児玉　昭一郎さん
(稲葉・72歳)

　
永
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
に
寄
与
し
た

功
績
で
、
児
玉
昭
一
郎
さ
ん
が
交
通
安
全

対
策
本
部
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
児
玉
さ
ん
は
昭
和
39
年
に
現
在
の
交
通

安
全
協
会
の
基
と
な
る
十
日
町
運
転
者
協

会
の
吉
田
支
部
役
員
に
就
任
し
て
以
来
、

交
通
事
故
防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
平
成
13
年
か
ら
は
㈶
十
日
町
地
区

交
通
安
全
協
会
会
長
と
し
て
地
域
の
交
通

安
全
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

「
受
賞
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
大

勢
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
を
評
価
し
て
い
た

だ
い
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
役
員
を

長
く
や
っ
て
い
た
間
に
は
、
知
り
合
い
が

死
亡
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
人
も
気
の
毒

で
す
が
、起
こ
し
た
人
も
気
の
毒
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
十
日
町
市
の
運
転
マ
ナ
ー

が
悪
い
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
活
動
を
し

た
い
で
す
。
例
え
ば
年
間
を
と
お
し
た
街

頭
指
導
活
動
な
ど
で
交
通
安
全
意
識
を
高

め
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
清
水
さ
ん
は
、
十
日
町
食
品
衛
生
協
会

川
西
分
会
の
食
品
衛
生
指
導
員
と
し
て
、

約
35
年
間
に
わ
た
り
地
域
の
食
中
毒
予
防

な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。受
賞
に
あ
た
り
、

「
地
元
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
、
続
け

て
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
衛
生
管
理
の
優
れ
た
施
設
と
し
て
「
和

泉
軒
本
店
」
が
㈳
日
本
食
品
衛
生
協
会
会

長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。数
藤
さ
ん
は
、

「
食
品
を
提
供
す
る
飲
食
店
と
し
て
当
た

り
前
の
こ
と
を
し
て
き
た
だ
け
で
す
」
と

謙
虚
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
対
策
本
部
長
表
彰

㈳
日
本
食
品
衛
生
協
会
理
事
長
表
彰

㈳
日
本
食
品
衛
生
協
会
会
長
表
彰

《土佐礼子選手プロフィール》

三井住友海上火災陸上部

2008年　北京オリンピックマラソン出場

2007年　世界陸上マラソン出場　第３位

2006年　東京国際マラソン優勝

　　　　第110回ボストンマラソン大会第３位

　来年１月２日㈮に行われ

る第30回新雪マラソンに、

土佐礼子選手がゲストラン

ナーとして参加することに

なりました。

　大勢の市民の皆さんから

応援をお願いします。

表　彰
おめでとうございます

表　彰
おめでとうございます

　さまざまな分野で永年にわたり活躍・貢献した皆さんが表彰されました。

晴れの栄誉に輝いた皆さん、おめでとうございます。

●信用保証料補助の拡充

・新潟県信用保証協会に支払う信用保証料の補助割合50％の制度を、補助割合75％に引き上げ、借り入れ時の負

担を軽減します。（中越沖地震関係融資を除く）

・県の制度融資である、新潟県セーフティネット資金（経営支援枠）を利用した中小企業への信用保証料の補助対

象を拡充し、より多くの中小企業が融資を受けやすいようにします。

補助割合を拡充した制度 貸付金額
信用保証料補助割合

備　考
以　前 拡充後

新事業・新技術等開発支援資金 2,000万円以下

50％ 75％ －

地方産業育成資金

1,000万円以下中小企業振興資金

経済景気対策特別資金

小売商業近代化資金 3,000万円以下

商工貯蓄共済制度
◇あっせん融資制度、小口あっせん融資制度

2,000万円以下

新潟県セーフティネット資金
◇原油等原材料価格高騰対応
　（経営支援枠　第６項）

500万円以下 100％ 100％（以前同様） －

500万円超
3,000万円以下

50％ 75％ －

新潟県セーフティネット資金
◇中小企業信用保険法第２条第４項第５号対応
　（経営支援枠　第１項・第８項）
◇売上高・受注残高減少対応
　（経営支援枠　第４項）

500万円以下 － 100％

新規に補助
対象とした
制度

500万円超
3,000万円以下

－ 75％

新潟県セーフティネット資金
◇再生計画・経営改善計画等対応
　（経営支援枠　第５項）

500万円以下 － 100％

500万円超
5,000万円以下

－ 75％

●経済景気対策特別資金の要件を緩和

　中小企業が融資を受けやすいように、市の制度融資である経済景気対策特別資金の融資要件が緩和及び追加され、

融資の対象が広がりました。

以　前 拡充後

融資要件の緩和
直近３か月の売上（生産）高が前年
または前々年の同期と比較して10％
以上減少していること。

直近３か月の売上（生産）高が前年または前々年の同
期と比較して３％以上減少していること。

融資要件の追加

－

売上原価のうち、20％以上を占める主要原材料などの
仕入価格が前年または前々年の同月と比較して20％
以上上昇しており、最近３か月間の平均売上高に占め
る主要原材料などの平均仕入価格の割合が前年または
前々年の同期と比較して上回っていること。

－
最近３か月間の平均売上総利益率または平均営業利益
率が前年または前々年の同期と比較して３％以上減少
していること。

●取扱期間　〜21年３月31日㈫

※市の審査とは別に、金融機関及び新潟県信用保証協会の審査があります。

※審査には時間がかかることがありますので、早めに金融機関または下記へご相談ください。

問合せ：産業振興課商工振興係（本町２　本町分庁舎内）　☎757-3139

　今年に入ってからの原油・原材料などの高騰や、世界的な金融不安などによる地域の経済情勢を

受け、市では12月から中小企業向けに緊急経済対策を開始しました。

中小企業向け緊急経済対策のお知らせ中小企業向け緊急経済対策のお知らせ

数藤　信雄さん
(小泉・58歳)

（
食
品
衛
生
指
導
）

（
食
品
衛
生
優
良
施
設
）

清水　正昭さん
(山野田・59歳)
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開
会
式
の
参
加
者
は
、
選
手
団
・
役
員
・

観
覧
者
な
ど
約
１
、
８
０
０
人
。
会
場
や

警
備
の
都
合
に
よ
り
入
場
者
が
制
限
さ

れ
、
十
日
町
市
で
は
80
人
が
観
覧
可
能
と

な
り
ま
す
。
観
覧
を
希
望
す
る
人
は
注
意

事
項
な
ど
を
よ
く
読
み
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
の
一
般
観
覧
席
は

な
く
、
開
会
式
観
覧
者
の
募
集
は
今
回
の

み
と
な
り
ま
す
。

◇
応
募
条
件
　
十
日
町
市
民

◇
募
集
人
数
　
80
人

◇
申
込
み
締
切
　
12
月
25
日
㈭
※
必
着

◇
申
込
み
方
法
　
は
が
き
・
封
書
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
①

郵
便
番
号
・
住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

③
年
齢
④
性
別
⑤
電
話
番
号
を
明
記
し
、

左
記
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〒
９
４
８

�

０
１
０
３
　
十
日
町
市
小
泉

２
４
０

�

１
　
吉
田
ク
ロ
カ
ン
ハ
ウ
ス
内

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
十
日
町
市
実
行
委
員

会
「
開
会
式
観
覧
者
募
集
係
」

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
７
５
２

�

３
１
９
３

Ｅ
メ
ー
ル
　th

-k
o
k
u

ta
i2

0
0
9
@

c
ity

.

to
k
a
m

a
ch

i.n
iig

a
ta

.jp

◇
そ
の
他

①
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま

す
。
結
果
は
１
月
７
日
㈬
以
降
、
全
員
に

文
書
で
通
知
し
ま
す
。

②
電
話
で
の
申
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。

③
記
載
漏
れ
や
締
切
後
の
申
込
み
は
無
効

と
し
ま
す
。

④
１
回
の
申
込
み
で
複
数
人
数
の
記
載
を

認
め
ま
す
が
、
抽
選
の
場
合
、
全
員
が
当

選
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

◇
問
合
せ
　
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
冬
季
大

会
等
十
日
町
市
実
行
委
員
会
（
市
国
体
準

備
室
内
）　
☎
７
５
２

�

３
１
０
３

開
会
式
概
要

◇
期
日
　
21
年
２
月
17
日
㈫

◇
会
場
　
湯
沢
カ
ル
チ
�
ー
セ
ン
タ
ー

（
湯
沢
町
）

◇
主
な
内
容
（
時
間
）

開
場
（
午
前
11
時
）

入
場
締
切
（
午
後
０
時
50
分
）

歓
迎
演
技
（
１
時
）

皇
族
御
到
着

役
員
・
選
手
団
入
場
（
１
時
30
分
）

文
部
科
学
大
臣
ほ
か
あ
い
さ
つ

新
潟
県
知
事
ほ
か
歓
迎
の
言
葉

皇
族
の
お
言
葉

炬
火
入
場
・
点
火

選
手
代
表
宣
誓

役
員
・
選
手
団
退
場

終
了
（
２
時
50
分
）

観
覧
の
注
意
事
項
な
ど

①
市
民
観
覧
者
80

人
に
は
２
月
上
旬

に
新
潟
県
実
行
委

員
会
よ
り
氏
名
な

ど
が
記
載
さ
れ
た

「
入
場
券
」
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

②
「
入
場
券
」
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
会

場
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

③
「
入
場
券
」
は
他
人
へ
の
譲
渡
は
で
き

ま
せ
ん
。
※
確
実
に
当
日
参
加
で
き
る
人

の
み
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

④
会
場
及
び
周
辺
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
。車
で
は
来
場
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

越
後
湯
沢
駅
～
会
場
間
は
シ
�
ト
ル
バ
ス

が
運
行
さ
れ
ま
す
。
越
後
湯
沢
駅
ま
で
は

公
共
交
通
機
関
な
ど
を
、
駅
か
ら
は
シ
�

ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
※
新
潟

県
実
行
委
員
会
及
び
十
日
町
市
実
行
委
員

会
で
は
、
十
日
町
～
越
後
湯
沢
駅
間
の
送

迎
や
シ
�
ト
ル
バ
ス
運
行
な
ど
は
行
い
ま

せ
ん
。
確
実
に
当
日
来
場
で
き
る
人
の
み

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑤
入
場
の
際
、
金
属
探
知
機
や
手
荷
物
検

査
な
ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

弁
当
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
飲
食
物
は
持

ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

⑥
入
場
締
切
以
降
は
会
場
の
出
入
り
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
式
典
開
始
以
降
は
席

の
移
動
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　トキめき新潟国体冬季大会スキー競技会の開会式が来年２

月17日㈫に湯沢カルチャーセンター（湯沢町）で開催され

ます。新潟県実行委員会と十日町市実行委員会では開催会場

地市町民観覧者を募集します。

トキめき新潟国体冬季大会スキー競技会

開会式の観覧者を募集します！
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
⑧

市
民
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内
容
と
り
ま
と
め

市
長
報
告
を
経
て
行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
へ

市
民
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内
容
と
り
ま
と
め

市
長
報
告
を
経
て
行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
へ

　「
産
業
系
」「
防
災
・
防
犯
系
」「
福
祉
系
」

「
生
涯
学
習
系
」「
地
域
づ
く
り
系
」
の
５

つ
の
分
野
ご
と
に
、
１
回
に
つ
き
６
～
７

人
の
グ
ル
ー
プ
で
実
施
し
た
市
民
活
動
団

体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
４
７
３
団
体
を
対
象

に
合
計
73
回
。
そ
れ
ぞ
れ
の
回
ご
と
に
デ

ー
タ
化
・
図
化
し
た
資
料
は
、
一
度
内
容

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
出
席
団
体
か
ら
確
認
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
、
商
工
業
、
雪
対
策
、
子
育
て

支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
地
域
間
交
流
な

ど
23
の
大
き
な
テ
ー
マ
ご
と
に
再
分
類

し
、
行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
や
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
の
可
能
性

な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
ま
し
た
。

　
12
月
２
日
㈫
、
本
町
分
庁
舎
で
市
民
活

動
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
を
報
告
す
る

市
長
レ
ク
チ
�
ー
（
説
明
）
が
田
口
市
長
、

大
島
副
市
長
の
出
席
の
も
と
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
さ
き
に
再
分
類
し
た
各
テ
ー
マ
ご
と

に
、
５
班
の
各
担
当
が
模
造
紙
上
に
再
整

理
さ
れ
た
各
団
体
が
抱
え
る
課
題
や
行
政

や
地
域
へ
の
要
望
、
ま
ち
づ
く
り
で
の
自

ら
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
、
1
回
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
分
の
こ
と
も
あ
れ
ば
５
～
６
回
を

一
つ
に
ま
と
め
た
も
の
も
あ
り
、
模
造
紙

の
数
も
１
枚
か
ら
８
枚
ま
で
大
き
な
幅

が
。
こ
れ
を
一
定
の
時
間
内
に
説
明
す
る

こ
と
は
難
し
く
、
汗
を
か
き
か
き
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
�
ン
に
な
り
ま
し
た
。

　
職
員
の
説
明
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
と
に

質
疑
応
答
が
あ
り
、
半
日
の
予
定
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
分
野

に
共
通
す
る
課
題
が
「
人
材
不
足
」「
資

金
不
足
」「
高
齢
化
」
で
、
こ
れ
は
各
テ

ー
マ
ご
と
と
い
う
よ
り
も
、
社
会
全
体
の

問
題
と
も
言
え
ま
す
。
も
う
少
し
具
体
的

な
課
題
で
は
、「
活
動
が
認
知
さ
れ
て
い

な
い
」「
位
置
付
け
が
明
確
で
な
い
」「
役

員
だ
け
に
負
担
が
多
い
」
な
ど
の
こ
と
が

ら
も
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
の
行
政
へ
の
要
望
と
し

て
、「
引
継
ぎ
を
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
」

「
有
用
な
情
報
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
ほ
し
い
」

「
中
間
支
援
組
織
や
制
度
が
必
要
」「
施
設

や
設
備
の
使
い
勝
手
を
良
く
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
、
多
く
の
分
野
で
切
実
な
内
容

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
展
望
で
は
、「
楽
し
み
な
が
ら

続
け
る
」「
他
団
体
と
の
連
携
を
深
め
る
」

「
地
域
の
担
い
手
と
し
て
頑
張
る
」
な
ど
、

前
向
き
な
姿
勢
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
み
ま
す
。

■
問
合
せ
　
総
合
政
策
課
協
働
の
ま
ち
づ

　
く
り
推
進
室
　
☎
７
５
７
―
３
６
９
３

　（
内
線
２
３
７
）

　
9
月
か
ら
２
か
月
に
わ
た
�
て
実
施
し
た
市
民
活
動
団
体
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
検
討
す
る
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。
班
ご
と

に
実
施
し
た
内
容
を
再
分
類
し
、
テ
ー
マ
ご
と
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
12
月
2
日
㈫
に
は
そ
の
結
果
を
市
長
に
報
告
し
、
行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
す
る
う
え
で
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

一度まとめたデータを再分類する作業（11月13日㈭）

壁一面にはられた模造紙をもとに市長説明（12月２日㈫）

テ
ー
マ
ご
と
に
再
分
類

切
実
な
課
題
や
要
望
を
報
告
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雪
お
ろ
し
作
業
は
安
全
を
第
一
に
考

え
、足
も
と
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
屋
根
雪
な
ど
の
道
路
へ
の
投
げ
捨
て
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
む
を
え
ず
道
路

に
投
げ
捨
て
た
と
き
は
、
速
や
か
に
片
付

け
て
く
だ
さ
い
。
落
下
式
屋
根
の
軒
下
に

は
絶
対
に
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ガ
ス
や
灯
油
の
外
部
配
管
を
傷

付
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
雪
お
ろ
し
の
際
は
隣
接
す
る
家
の
人
に

声
を
掛
け
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が

ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
火
災
な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
、
建
物
の

非
常
口
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
防
火
水
槽

や
消
火
栓
の
除
雪
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
家
の
周
囲
で
の
雪
壁
崩
落
や
消
雪
池
・

流
雪
溝
へ
の
転
落
事
故
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
除
雪
作
業
を
す
る
と
き
は
必
ず
誘
導
員

を
付
け
ま
し
ょ
う
。
作
業
中
は
必
ず
誘
導

員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
小
型
除
雪
機
の
事
故
が
毎
年
多
発
し
て

い
ま
す
。
雪
が
詰
ま
っ
た
と
き
は
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
か
ら
取
り
除
く
な

ど
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
作
業
中
は
流
雪
溝
の
ふ
た
が
開
い
て
い

　
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
、
赤
い
カ
ラ

　
ー
コ
ー
ン
や
赤
い
旗
を
掲
示
し
て
く
だ

　
さ
い
。
作
業
終
了
後
は
速
や
か
に
ふ
た

　
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

②
転
落
防
止
の
た
め
、
ふ
た
に
付
け
て
あ

　
る
十
字
枠
は
絶
対
に
外
さ
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。

③
道
路
の
中
央
に
設
置
し
て
あ
る
投
雪
口

　
を
利
用
す
る
と
き
は
、
必
ず
誘
導
員
を

　
置
い
て
く
だ
さ
い
。

④
河
川
へ
の
投
雪
は
水
上
が
り
の
原
因
に

　
な
る
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
除
雪
道
路
は
駐
車
禁
止
で
す
。
除
雪
作

業
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
運
転
者
は
水
は
ね
な
ど
で
歩
行
者
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
気
配
り
あ
る
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
降
雪
・
積
雪
状
況
に
よ
り
、
交
通
規
制

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
気
温
が
低
く
降
雪
が
続
く
時
期
や
融
雪

期
に
は
、
雪
崩
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
雪
山
の
登
山
や
ス
キ
ー
場
な
ど
で
は

特
に
注
意
し
、
危
険
な
場
所
に
は
絶
対
に

近
付
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
雪
崩

の
兆
候
や
危
険
な
場
所
を
見
つ
け
た
ら
、

す
ぐ
に
避
難
し
て
、
市
克
雪
維
持
課
・
各

支
所
農
林
建
設
課
ま
た
は
地
域
振
興
局
地

域
整
備
部
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
委
託
除
雪
路
線
の
除
雪
出
動
基
準

は
、
１
月
か
ら
２
月
末
ま
で
は
10
㎝
、
そ

の
ほ
か
の
期
間
は
15
㎝
の
降
雪
が
あ
っ
た

と
き
で
す
。
歩
道
除
雪
は
期
間
に
関
係
な

く
15
㎝
で
す
。
大
雪
時
な
ど
は
除
雪
作
業

が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　
克
雪
維
持
課
克
雪
利
水
係

　
☎
７
５
７
―
３
１
９
８

雪
お
ろ
し
に
注
意

非
常
口
の
確
保
と
事
故
防
止

流
雪
溝
の
正
し
い
使
い
方

除
雪
機
械
に
近
寄
ら
な
い

み
ん
な
で
気
配
り
運
転

雪
崩
に
あ
わ
な
い
た
め
に

除
雪
の
出
動
基
準

◆メーター周りを除雪してください。屋根の雪おろし
作業をするときは、電線・電話線の切断に注意して
ください。

◆ロータリー除雪車などで除雪作業をするときは、雪
を電線・電話線・変圧器・メーターの方向に飛ばさ
ないでください。

◆バックホウなどで除雪作業をするときは、電話線な
どを引っ掛けないよう注意してください。

◆変圧器や電線に触れると感電する恐れがあります。
電線が切れて路上などに落ちていても、絶対にさわ
らないでください。見つけたときは至急東北電力ま
で連絡してください。

●問合せ＝ＮＴＴ東日本新潟南魚沼サービスセンター
　☎025-778-1616、東北電力㈱　☎0120-175-366

Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
東
北
電
力
か
ら
の
お
願
い

水
道
管
の
凍
結
防
止
は
万
全
で
す
か
？

　冷え込みが厳しくなると、屋外の水道管や蛇口が凍
って破裂することがあります。凍結事故による修理費
と水道料金は、使用者の負担になります。十分な防寒
対策を行いましょう。

◆凍結防止策…凍結しやすい部分に保温材を巻いてく
ださい（発砲スチロールなど水を吸収しない素材が
有効です）。

◆破裂したとき…メーターボックス内の止水栓を閉じ
てから、指定工事店に修理を依頼してください。

　冬期間も検針を行います。メーターボックスの上に
物を置かないでください。

●問合せ＝上下水道局水道維持係　☎757-3115
　　　　　（内線39）

雪雪処理に処理に
ご注意・ご協力を！！

　
六
箇
小
学
校
は
、
明
治
８
年
、
川
治
小

学
校
分
校
と
し
て
、
山
谷
校
、
田
麦
校
、

二
ツ
屋
校
が
開
校
し
、
明
治
25
年
に
麻
畑

尋
常
小
学
校
、
二
ツ
屋
尋
常
小
学
校
と
な

り
、
昭
和
35
年
に
麻
畑
小
学
校
と
二
ツ
屋

小
学
校
を
統
合
し
、
六
箇
小
学
校
が
創
立

さ
れ
ま
し
た
。
11
月
９
日
㈰
に
行
わ
れ
た

閉
校
式
に
は
、
卒
業
生
や
地
域
の
人
た
ち

が
大
勢
集
ま
り
、閉
校
を
惜
し
み
ま
し
た
。

金
澤
校
長
は
、「
六
箇
小
学
校
の
歴
史
は

本
年
度
で
幕
を
閉
じ
ま
す
が
、
六
箇
小
学

校
で
学
ん
だ
こ
と
、
教
え
た
こ
と
、
協
力

し
合
っ
た
こ
と
な
ど
数
々
の
思
い
出
は
い

つ
ま
で
も
記
憶
に
残
り
消
え
る
こ
と
な
く

続
い
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
。
最
後
に
全
校
児
童
20

人
で
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
、
六
箇
小
学
校

の
思
い
出
を
発
表
し
ま
し
た
。

六
箇
小
学
校

東
下
組
小
学
校

清
津
峡
小
学
校

（
金
澤
ふ
じ
み
校
長
・
児
童
数
20
）

（
堀
口
庸
子
校
長
・
児
童
数
10
）

（
神
田
武
司
校
長
・
児
童
数
２
）

全校児童で別れの言葉を発表しました

新しい学校でも頑張ります

全員で校歌を斉唱しました

　本年度いっぱいで閉校になる、六箇小学校、東下組小学校、清津峡小学校で、それ

ぞれ閉校式が行われました。伝統と愛着のある学校に別れを惜しむように、地域の人、

卒業生が大勢出席していました。また、それぞれの学校の児童は今の学校の思い出を

語り、来年４月からの新たな学校での生活に夢を描いていました。仙田小学校の閉校

式は来年３月15日㈰の予定です。

３小学校の閉校式が行われました

　
清
津
峡
小
学
校
は
明
治
８
年
に
開
校
し

た
馬
場
小
学
校
付
属
角
間
校
が
起
源
。
昭

和
35
年
に
２
つ
の
分
校
を
統
合
し
、
現
在

の
清
津
峡
小
学
校
に
な
り
ま
し
た
。
11
月

23
日
㈰
に
行
わ
れ
た
閉
校
式
に
は
、
学
び

舎
へ
の
感
謝
の
心
を
表
す
か
の
よ
う
に
、

児
童
や
地
域
の
人
た
ち
の
ほ
か
、
県
内
外

か
ら
大
勢
の
卒
業
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

児
童
が
思
い
出
を
話
し
、
地
域
で
育
ん
で

き
た
清
津
峡
樽
ば
や
し
が
披
露
さ
れ
る

と
、
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
26

年
に
わ
た
り
用
務
員
と
し
て
小
学
校
を
支

え
て
き
た
瀧
澤
和
子
さ
ん
は
、「
送
り
出

し
た
児
童
の
顔
全
員
を
覚
え
て
い
ま
す
。

閉
校
は
寂
し
い
で
す
が
、
こ
の
学
校
が
ず

っ
と
地
域
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
っ
て

ほ
し
い
で
す
」
と
、
帰
郷
し
た
卒
業
生
の

姿
に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　
東
下
組
小
学
校
は
、
明
治
８
年
第
６
大

学
区
第
６
中
学
区
第
11
番
小
学
校
下
組
付

属
平
校
と
し
て
開
学
し
、
昭
和
39
年
に
現

在
の
場
所
に
移
転
、
41
年
に
東
下
組
小
学

校
と
改
称
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
大

正
時
代
に
は
児
童
数
２
０
０
人
を
超
え
、

多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
11

月
16
日
㈰
の
閉
校
式
で
、
堀
口
校
長
は
、

「
下
条
小
学
校
に
行
っ
て
も
、
一
人
ひ
と

り
が
夢
や
目
標
を
持
っ
て
前
進
し
て
い
く

こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
学
校
が
閉
じ

て
も
心
を
寄
せ
合
う
シ
ン
ボ
ル
に
し
よ
う

と
、
水
仙
の
球
根
を
植
え
ま
し
た
」
と
話

し
ま
し
た
。
最
後
に
児
童
全
員
で
、
四
季

の
情
景
を
織
り
交
ぜ
東
下
組
小
学
校
の
思

い
出
を
発
表
し
、「
東
下
組
小
学
校
で
学

べ
た
こ
と
を
誇
り
に
持
ち
、
明
日
に
向
か

っ
て
頑
張
り
ま
す
」
と
結
び
ま
し
た
。
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十日町雪まつり第60回

平成21年２月20日㈮午後６時～22日㈰午後４時十日町雪まつり

各種募集のお知らせ 十日町雪まつり
楽しい催し盛りだくさん！！申込み・問合せは、雪まつり実行委員会事務局へ

おまつりひろば開設・雪像制作団体募集
　おまつりひろばを開設する団体と雪の芸術作品・雪の街角作品

の制作団体を募集しています。

(1)おまつりひろば　地区も雪まつりムードでにぎわいましょう。
(2)雪の芸術展　①芸術部門②特別部門③学童部門の３部門です。
　　　　　　　　 ※芸術部門のみ審査対象となります。　
(3)雪の街角作品　小団体での雪像制作に適したコンテストです。
●応募締切り　おまつりひろば：12月25日㈭　
　　　　　　　雪の芸術展・雪の街角作品：１月９日㈮（必着）
●申込み用紙　雪まつりホームページまたは雪まつり事務局に配置

　雪の芸術作品制作団体交流会を開催します。各団体の親ぼくを
深め雪まつりを盛り上げませんか。
●日　　　時　１月19日㈪　午後７時～９時
●会　　　場　サンクロス十日町
●応募締切り　１月９日㈮

　十日町雪まつりの運営をサポートする、ボランティアスタッフ
（高校生以上）を募集します。
●期　　日　２月20日㈮「オープニングフェスティバル2009」
　　　　　　２月22日㈰「雪まつりゲーム大会」
●会　　場　コミュニティひろば
●活動内容　演出サポートや舞台設置など

十日町雪まつり ボランティアスタッフ募集

十日町雪まつり実行委員会事務局（本町２　本町分庁舎内） ☎ 757-3100  FAX757-5150
ホームページ　http://snowfes.jp/　e-mail  snowfes@city.tokamachi.niigata.jp

申込み
問合せ

　十日町雪まつりは、雪上カーニバル、雪の芸術

展、おまつりひろばの主な３つの見どころをはじ

め、さまざまなイベントが企画されています。開

催予定のイベントをいくつかお知らせします。

　３日間の開幕を告げる一大イベント。
■日時　２月20日㈮　午後６時30分～
■会場　コミュニティひろば（十日町高校グラウンド）

オープニングフェスティバル2009

　親子で気軽に参加できるゲーム大会です。
■日時　２月22日㈰午前11時30分～午後０時30分
■会場　コミュニティひろば

雪まつりゲーム大会

Ⓒ2008テレビ朝日・東映AG・東映

　十日町雪まつりで生まれたスノーフィールドバレーボ
ールの選手権大会です。
■日時　２月22日㈰
　　　　午前９時～
■会場　コミュニティ
　　　　ひろば

ツマリアンボール選手権大会

　十日町市と交流している友好都市のミスの皆さんの紹
介、雪の芸術作品展表彰など。
■日時　２月21日㈯
　　　　午後１時～
　　　　　２時30分
■会場　コミュニティ
　　　　ひろば

ウェルカムセレモニー

キャラクターショー
　子どもたちに大人気
の「炎神戦隊ゴーオン
ジャー」によるステー
ジショーと撮影会。
■日時　２月22日㈰
　午前10時～と
　午後１時～の２回
■会場

　コミュニティひろば

十日町雪まつりパスポート 好評発売中　3,000円（税込）　　　　

①雪の芸術作品めぐり「スタンプラリー」

　雪像を３作品以上鑑賞し、応募すると抽選ですてきな

賞品が当たります。

②優待サービス

　「パスポート優待サービス実施店」の表示のあるおま

つりひろばや商店で商品割引・無料提供などのサービス

が受けられます。

③巡回バス乗り放題

④妻有焼陶芸体験割引サービス

　妻有焼陶芸センターでの陶芸体験が割引になります。

⑤十日町市博物館無料入館

⑥雪まつりクーポンサービス

　パスポートに付いているクーポン券で、市内の各温泉

やレンタカーの割引などが受けられます。

⑦雪上カーニバル優待パスポートゾーン入場

　雪まつり最大の華、「雪上カーニバル」会場

の優待パスポートゾーンに入場できます。

雪まつり事務局、各支所地域振興課、中央公民館、中条・川治・

吉田・下条・水沢の各地区公民館、市役所本庁舎売店、クロス

10、キナーレ、ほっくほく何でも案内所、ブックス平沢（妻有

ＳＣ店・シルクモール店）、サウンドエース（リオンドール店）、

オプト・ニワノ、野上書店、共立観光㈱、文具館タキザワ、千

年の湯、全国のセブン-イレブン、ローソン、ＪＲ東日本新潟支

社管内「びゅうプラザ」「みどりの窓口」（一部）ほか

十日町雪まつりパスポート販売所

特典いろいろ！　お得な

※都合により、予告なしに出演者が変更になる場合があります。

1983年にブラザー・コーンとブ
ラザー・トムのコンビで結成され
たデュオ。ヒット曲に「WON'T 
BE LONG」など。2008年に再
結成。

バブルガム・ブラザーズ
1984年「Midnight Kids」 で デ
ビュー。シングル「翼の折れたエ
ンジェル」で大ブレイク。一時活
動休止後、2004年に音楽活動を
再開。

中村あゆみ
石垣島出身の幼なじみ、石垣優、
東里梨生の２人からなる女性ユニ
ット。テレビドラマ主題歌「拝啓
○○さん」など5 曲をリリース。

やなわらばー

GｉFＴ イカルス渡辺 がーまるちょば
照　　英 江口ともみ

●司 会

■日 時：２月21日㈯　午後６時～
■会 場：城ケ丘ピュアランド（十日町駅から徒歩約20分）音と光のスペクタクル 雪上カーニバル

　雪の巨大ステージは、十日町雪まつりの象徴として美しい舞台を演出します。ゲストにバブルガム・ブラザーズ、

中村あゆみ、やなわらばーなどを迎え、ステージを華やかに盛り上げます。

○詳しくは雪まつり公式ホームページをご覧ください。

みほん

ミス十日町雪まつりコンテスト参加者募集
●応募資格　県内在住

または県内に帰省地
のある満18歳以上
の未婚女性（高校生
を 除 く ）。 た だ し、
ほかのミスコンテス
トに入賞し、任期中
の人は応募できませ
ん。採用後は十日町
市の観光親善大使と
して１年間活動して
いただきます。

●賞　　品　振袖、グ
アム旅行、ダイヤリ
ング、液晶テレビ、iPod nano、魚沼産コシヒカリほか

●審査方法　（1）予選会（書類審査）本選会に進む16人を選出
　　　　　　（2）本選会出場者説明会　２月８日㈰
　　　　　　（3）本選会（振袖姿を審査）２月22日㈰ 
　　　　　　　　※公開審査
●応募締切り　１月23日㈮　午後５時（必着）
●申込み用紙　雪まつりホームページまたは雪まつり事務局に配置
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新
潟
大
観
光
交
流
年
に
向
け
て

　
　

第
７
回
新
潟
県
観
光
カ
リ
ス
マ
会
議
開
催

　
天
候
に
恵
ま
れ
た
11
月
１
日
㈯
か
ら
３
日
㈷
の
３
連
休
、
千
手
中
央
コ
ミ
�
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
か
わ
に
し
自
満
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
か
わ
に
し
自
満
祭
は
、
平
成
８
年
に
川
西
町
制
施
行
40
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
開

催
さ
れ
た
『
か
わ
に
し
お
お
ま
つ
り
』
が
始
ま
り
で
、
以
降
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
農

協
や
商
工
会
、
民
謡
協
会
な
ど
の
各
種
団
体
と
行
政
が
協

力
し
、
自
分
た
ち
が
満
足
で
き
る
も
の
を
作
り
あ
げ
た
い

と
い
う
願
い
を
込
め
、
か
わ
に
し
自
満
祭
と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
年
で
13
回
目
を
迎
え
た
こ
の
祭
典
は
、
１
日
㈯
の
か

わ
に
し
夢
き
�
ら
ば
ん
自
主
公
演
で
始
ま
り
、
２
日
㈰
に

民
謡
と
踊
り
の
祭
典
や
地
域
文
化
祭
の
ほ
か
、
屋
台
村
や

錦
鯉
品
評
会
、
３
日
㈷
に
は
ゆ
ー
ゆ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
、
延
べ
４
、
５
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
訪
れ

た
来
場
者
に
と
っ
て
も
、
川
西
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
自
慢

を
満
喫
で
き
る
楽
し
い
祭
典
と
な
り
ま
し
た
。

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
、
惜
し
み
な
い
尽
力
を
た
た
え
て

流した汗、費やした情熱は裏切りません！
努力・尽力の結晶が、今ここに

雨天もなんのその！盛り上がった福まき大会

子どもたちも大満足！大勢の親子連れでに
ぎわいました

　
11
月
22
日
㈯
、
千
手
中
央
コ
ミ
�
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
千
年
の
森
ホ
ー
ル
で
、
川
西

地
区
体
育
協
会
（
保
坂
和
則
会
長
）
の
第

29
回
体
育
功
労
者
等
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、
12
人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
川
西
地
区
体
育
協
会
で
は
、
十
日
町
市

体
育
協
会
を
構
成
す
る
単
位
協
会
と
し

て
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
表
彰
式
も
そ
の
一
つ
。
川
西
地
域
在
住

の
指
導
者
・
競
技
者
で
、
十
日
町
市
体
育

協
会
の
表
彰
を
受
け
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、

全
体
の
表
彰
規
定
に
満
た
な
か
っ
た
人
で

も
、
独
自
の
規
定
を
設
け
て
選
出
・
表
彰

し
て
い
ま
す
。

　
開
会
に
あ
た
り
保
坂
会
長
は
、「
今
後
、

ス
ポ
ー
ツ
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
ま

す
。
大
人
や
子
ど
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お

し
て
健
康
で
さ
わ
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う

な
社
会
づ
く
り
に
、今
後
も
貢
献
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
田
口
市
長
は
、「
表
彰
さ

れ
た
皆
さ
ん
の
功
績
に
、
深
い
敬
意
を
表

し
ま
す
。
体
育
協
会
も
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
、
大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
、
今
後
の
更
な
る

飛
躍
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　
川
西
地
区
体
育
協
会
規
定
に
よ
り
、
表

彰
さ
れ
た
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
体
育
功
労
者
賞
】

登
坂
　
武
夫
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

【
奨
励
者
賞
】

柳
　
健
太
（
卓
球
）

畑
中
　
沙
桜
里
（
柔
道
）

※
十
日
町
市
体
育
協
会
規
定
に
よ
り
既
に

表
彰
さ
れ
た
９
人
は
、
市
報
10
月
25
日
号

２
ペ
ー
ジ
に
氏
名
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
回
は
省
略
し
ま
す
。

　11月23日（勤労感謝の日）、千手温泉

千年の湯がオープンから７周年を迎え、

記念感謝祭が開催されました。

　当日はあいにくの雨模様となりましたが、千

年の湯館外にはテント市が出店し、仙田小児童

による樽太鼓の披露やもちつき大会、福まき大

会が行われました。館内では、市内団体による

懐メロステージや演劇が上演され、詰めかけた

大勢の皆さんの笑い・涙を誘っていました。

　盛りだくさんの内容で開催されたこの日の感

謝祭には、2,500人もの人が来場し、千年の湯

オープン７周年をにぎやかに祝いました。

一
同
に
会
し
、
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
な

が
ら
、
２
０
０
９
年
の
新
潟
大
観
光
交
流

年
に
向
け
た
観
光
戦
略
な
ど
を
語
り
合
い

ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
大
野
裕
夫
国
土
交
通
省
海

事
局
次
長
の
基
調
講
演
と
市
内
竹
所
在
住

の
カ
ー
ル
・
ベ
ン
ク
ス
さ
ん
の
基
調
報
告

に
続
き
、
国
土
交
通
省
認
定
の
観
光
カ
リ

ス
マ
４
人
と
村
山
達
三
さ
ん
（
松
代
・
63

歳
）
を
は
じ
め
と
し
た
新
潟
県
認
定
観
光

カ
リ
ス
マ
の
３
人
、
後
藤
靖
子
北
陸
信
越

運
輸
局
長
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
�
ン

を
行
い
ま
し
た
。
県
観
光
カ
リ
ス
マ
の
小

野
塚
喜
明
さ
ん
（
南
魚
沼
市
・
57
歳
）
は
、

「
地
域
を
愛
す
る
気
持
ち
と
誇
り
を
持
っ

て
、
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
熱
い
思
い
を
語
り
、
会
議
の

最
後
に
は
県
の
坂
巻
健
太
観
光
局
長
が
、

「
２
０
０
９
年
度
だ
け
観
光
客
を
集
め
る

の
で
は
な
く
、
活
動
を
通
じ
て
２
０
１
０

年
度
以
降
も
腰
の
強
い
観
光
力
を
付
け
て

い
く
こ
と
が
県
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
」

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
11
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
の
両
日
、
松
之

山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
、
当
市
で
の

開
催
は
初
め
て
と
な
る
「
第
７
回
観
光
カ

リ
ス
マ
会
議
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
た
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
新
潟

大
観
光
交
流
年
に
向
け
て
―
カ
リ
ス
マ
が

語
る
観
光
戦
略
」。
県
内
で
「
観
光
地
づ

く
り
や
地
域
お
こ
し
」
の
中
心
的
役
割
を

果
た
し
て
い
る
新
潟
県
観
光
カ
リ
ス
マ
が

　小正月の恒例行事、越後の奇祭「むこ投げ・

すみ塗り」が行われます。むこ投げは、前の年

に結婚したお婿さんを地元の若い衆が肩車し、

坂の上の薬師堂から約５メートルの崖下に投げ

るという少々荒っぽい行事。すみ塗りは、下火

になったさいの神の灰を手に取って雪と混ぜ合

わせ、それを「おめでとう」と言い合いながら

だれ彼なく顔に塗り合い、一年の無病息災と家

業繁栄を祈ります。

◆日時

　21年１月15日㈭ 午後２時温泉センター出発

　むこ投げ：２時30分〜・すみ塗り：３時〜

◆会場

　松之山温泉街奥　

　「薬師堂」付近

◆問合せ

　市観光協会松之山

　支部 ☎596-3011

小正月行事のお知らせ
越後の奇祭「むこ投げ・すみ塗り」

　
11
月
20
日
㈭
、松
之
山
地
域
の
名
老
が
一
堂
に
集
う『
名

老
百
選
・
名
老
の
集
い
』
が
植
木
屋
旅
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
名
老
百
選
事
業
は
、
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
お

お
む
ね
70
歳
以
上
の
高
齢
者
を
顕
彰
し
、
今
後
の
活
躍
と

良
き
指
導
者
と
し
て
後
継
者
の
育
成
に
あ
た
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
制
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
名
老
な
ど
34
人
が
参
加
。
新
た
に
認
定
さ

れ
た
新
名
老
４
人
の
一
人
ひ
と
り
に
認
定
証
が
大
島
副
市

長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
80
人
の
名
老
が
各
分

野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
日
の
集
い
で
も
自
慢
の

の
ど
や
か
く
し
芸
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
名
老
の
健
在
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　
新
名
老
に
認
定
さ
れ
た
人
の
氏
名
や
認
定
部
門
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
佐
藤
利
幸
（
天
水
越
・
79
歳
）
／
文
化
に
関
す
る
部
門
（
文
化
財
）

◎
竹
内
清
司
（
湯
之
島
・
71
歳
）
／
農
業
に
関
す
る
部
門
（
山
菜
朝
市
）

◎
保
坂
廣
一
（
下
川
手
・
72
歳
）
／
演
芸
に
関
す
る
部
門
（
民
謡
・
尺
八
）

◎
志
賀
政
弘
（
下
川
手
・
78
歳
）
／
民
芸
品
創
作
に
関
す
る
部
門
（
木
工
芸
）

　
収
穫
の
秋
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
り
に
大
満
足
！

　
　〜
第
１３
回
か
わ
に
し
自
満
祭
を
開
催
〜
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オ
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周
年
に
感
謝



山田 柚羽
    ちゃん

やまだ　ゆずはちゃん
平成17年４月２日生まれ
四日町４

 ちょっとはずかしがりやだけど、ウルトラマンの人
形で遊んだり、みおお兄ちゃんとたたかいごっこをし
たりして、いつも元気いっぱいなゆずはちゃん。大き
くなったら、「ウルトラマンになって怪獣を倒すんだ！」

大見 和奏
    ちゃん

おおみ　わかなちゃん
平成16年９月23日生まれ
松之山

 ママの特製シチューが大好きなわかなちゃんは、
お茶わんを洗ったり、おそうじをしたり、お手伝い
もいっぱいします。お気に入りのプリキュアのポー
ズをきめて、弟のあゆきちゃんと ハイ、チーズ！

　
市
の
住
民
健
診
結
果
で
は
、
血
糖

値
が
高
め
の
人
の
割
合
は
年
齢
と
と

も
に
増
加
し
、
60
代
が
最
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
血
糖
値
は
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ

ル
モ
ン
に
よ
り
調
節
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
加
齢
や
家
族
歴
、
不

適
切
な
生
活
習
慣
な
ど
に
よ
っ
て
イ

ン
ス
リ
ン
の
分
泌
量
が
低
下
し
た

り
、
働
き
が
弱
ま
っ
た
り
す
る
と
、

血
糖
を
う
ま
く
調
節
で
き
ず
、
血
糖

値
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
医
療
機
関
を
受
診
し
、
糖
尿
病
の

心
配
が
な
い
か
、相
談
し
ま
し
ょ
う
。

治
療
が
必
要
な
く
て
も
、
血
糖
値
の

高
い
状
態
が
続
く
と
糖
尿
病
に
な
る

可
能
性
が
高
ま
り
、
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
の
危
険
性
も
増
し
ま
す
。

　
普
段
の
生
活
を
見
直
す
こ
と
で
血

糖
値
は
改
善
で
き
、
糖
尿
病
へ
の
進

行
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
肥
満
の
解
消
・
予
防
に
努
め
ま
し

ょ
う

　
肥
満
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
弱

め
ま
す
。
適
正
体
重
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。

○
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　
食
べ
過
ぎ
・
飲
み
過
ぎ
に
注
意
し
、

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
３
食
き
ち

ん
と
取
り
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　
運
動
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
助

け
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
こ
ま
め
に
体

を
動
か
し
、
今
よ
り
１
、
０
０
０
歩

（
約
10
分
）
多
く
歩
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う

　
過
剰
な
ス
ト
レ
ス
は
血
糖
値
を
上

げ
る
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し
ま
す
。
お

風
呂
に
ゆ
っ
く
り
入
る
な
ど
、
自
分

な
り
の
方
法
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

○
年
に
１
回
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
糖
尿
病
の
初
期
に
は
自
覚
症
状
が

な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
定
期
的
に

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
届
い
た
検

査
結
果
（
血
糖
値
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

Ａ
１
ｃ
）
を
必
ず
確
認
し
、
変
化
を

見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
て
早
め
に
対

処
し
ま
し
ょ
う
。

子どもたちの笑顔が原動力

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
保
育
士
に
な
る
の
が
夢
で
し

た
。
保
育
士
に
な
っ
て
ま
だ
３
年
目
で
す
が
、
毎
日

楽
し
く
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
無
邪
気
で
す
が
、
触
れ
合
っ
て
い
る
と
子

ど
も
た
ち
な
り
に
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
ん
だ
な
っ

て
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
教
科
書
で
は
学
べ
な
い

こ
と
ば
か
り
で
、
毎
日
こ
ち
ら
が
勉
強
さ
せ
ら
れ
て

い
る
感
じ
で
す
。
大
変
な
仕
事
で
す
が
、
成
長
す
る

子
ど
も
の
姿
を
見
守
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
の
や
り
が

い
で
す
。
特
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
、「
先
生
っ
て
か
わ

い
い
ね
」
と
言
わ
れ
る
と
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
休
み
の
日
に
好
き
な
ド
ラ

イ
ブ
を
し
て
シ
�
ッ
ピ
ン
グ
に
行
く
こ
と
が
多
い
で

す
。
家
で
は
音
楽
を
聴
い
た
り
、
好
き
な
歌
の
歌
詞

を
た
ま
に
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
た
り
し
て
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　
将
来
の
夢
は
お
嫁
さ
ん
に
な
る
こ
と
か
な
（
笑
）。

は
っ
き
り
し
た
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
結
婚
し
た

ら
３
人
は
子
ど
も
が
欲
し
い
で
す
ね
。

◯42

レッツ　トッキッキダンス！
　トキめき新潟国体イメージソング「ガムシャラな風

になれ」トッキッキダンス講習会が11月14日㈮に総

合体育館で行われました。アルビレックスチアリーダ

ーズ３人を講師に迎え、64人がトッキッキダンスを

楽しみました。講師の分かりやすく楽しい指導により

参加者のダンスレベルはぐんぐん上達。寒さに負けず

楽しく心地よい汗を流しました。講習会にはトッキッ

キも登場。最後は参加者全員で記念撮影し講習会は終

了しました。
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糖
尿
病
を
予
防
し
ま
し
�
う

�
60
歳
以
上
の
５
人
に
１
人
は
血
糖
値
が
高
め
�

国体のポスターを掲示してください！

　11月４日㈫、十日町高校スキー部員と生徒会役員な

ど20人がトキめき新潟国体冬季大会のポスターを市街

地商店街に手配りしました。生徒は６班に分かれ、のぼ

り旗を掲げて商店街へ。ポスターを手に店舗へ飛び込み、

掲示を依頼しました。「こんにちは！」とさわやかにあ

いさつし、「国体のポスターをはってください！」と元

気にお願い。高校生の笑顔に商店の皆さんも快く店内外

にポスターを掲示してくれました。

　ポスターを受け取った十日町市商店街振興組合連合会

副会長の阿部洋一さんは、「商店街でも全国の皆さんを

熱烈歓迎いたします。地元の選手たちは一生懸命頑張っ

てほしいですね。応援しています。」と話し、さっそく

高校生とともに店頭にはってくれました。

 

血
糖
値
が
高
め
と
言
わ
れ
た
ら

 

糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
に

真霜　有加 さん
1985年生

中里なかよし保育園勤務

先月の髙橋一生さんからのバトンタッチ
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我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係☎757-3112（内線213）まで

スポーツ振興課国体準備室　☎７５２̶３１０３

問合せ 健康支援課成人保健係
TEL757-9764



償却資産の申告を
お願いします

◎市役所・各支所
　12月27日㈯〜１月４日㈰は業務を休みます。

◎中央公民館・各公民館・千手中央コミュニティセン
ター
　12月29日㈪〜１月３日㈯　休館

◎博物館
　12月27日㈯〜１月３日㈯　休館

◎市総合体育館・松代総合体育館
　12月29日㈪〜１月４日㈰　休館

◎川西総合体育館
　12月29日㈪〜１月３日㈯　休館

◎情報館
　12月29日㈪〜１月３日㈯　休館

◎ごみ収集
　12月30日㈫まで収集カレンダーどおり収集します。
　12月31日㈬〜４日㈰は、ごみ収集業務を休みます。

◎焼却場への持ち込み
　年末は大変混雑するので、ごみを持ち込む場合は早
　めにお願いします。ただし、事業系から排出された
　資源物の搬入は受け付けません。
　◇十日町・川西・松代地域：エコクリーンセンター
　　12月29日㈪・30日㈫　午前８時45分〜午後５時
　◇中里・松之山地域：津南地域衛生施設組合ごみ焼
　　却場
　　12月29日㈪　午前９時〜午後５時
　　12月30日㈫　午前９時〜午後３時
　　※両日とも正午〜午後１時は休み

◎し尿くみ取り
　12月27日㈯〜１月４日㈰は業務を休みます。

　ＪＡ十日町では昨年から食農教育プランを策定し食育活動に取り組
んでいますが、その一環として11月22日㈯、クロス10を会場に桂米
助氏を招き、「晩ごはんから見る日本の食文化～日本人には米と大豆
が大事です～」と題した講演会を開催しました。桂氏は、いきなり民
家を訪問し、晩ごはんをテレビで紹介する「突撃！隣の晩ごはん」と
いう番組を25年間、全国を回りながら続けています。その間のエピ
ソードも交えながら、日本の食文化のすばらしさを軽妙な語り口で聞
かせ、聴衆を沸かせていました。また、「日本には食文化に限らず、
落語や歌舞伎、相撲という独特の文化があり、これを子や孫の代に伝
えていくことで、日本が一流の文化国家になる」と締めくくりました。

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
ロ
ン
開
催

　

12
月
３
日
㈬
、
市
民
会
館
で
市
民
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
サ
ロ
ン
「
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
＆
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
〜

あ
の
素
晴
ら
し
い
愛
を
も
う
一
度
〜
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
音
楽
を
と
お
し
て
愛
と
平
和
に

つ
い
て
考
え
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
は
、
市
内
外
で
活
動
す
る
若
手
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
５
組
や
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
蘭
然
さ
ん

が
参
加
。
約
１
０
０
人
の
観
客
を
前
に
、
歌
や

ダ
ン
ス
な
ど
自
慢
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露

し
ま
し
た
。
最
後
は
出
演
者
と
観
客
が
「
あ
の

素
晴
ら
し
い
愛
を
も
う
一
度
」
を
合
唱
し
、
音

楽
の
楽
し
さ
を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。

手紙文化の普及・発展を願って「絵手紙教室」

　11月30日㈰、サンクロス十日町で絵手紙教室（日本郵便
十日町支店主催）が開催されました。年賀状書きシーズンに
ちなみ、手描きで心温まる絵はがきを作ってもらいたいと企
画された今回のイベントには20人の市民が参加。家から持
ってきた丑の置物や正月飾りを手に思い思いに筆を走らせて
いました。講師を務めたのは谷矢暁子さん（稲荷町２・60歳）。
筆の持ち方の基礎から上手に描くコツなど初心者に丁寧に指
導していました。参加者の一人高野すみれさん（太田島３・
７歳）は、「今年は手作りの絵ハガキでたくさんの友だちに
年賀状を送りたい」と楽しそうに話していました。

ＪＡ十日町食育フォーラム

平成21年１月１日現在の償却資産の申告のため、償却資産を

所有する個人及び事業主（農業者を含む）の皆さんに平成21年

度償却資産申告書を発送します。期限内の申告をお願いします。

◆発送予定日　12月18日㈭

◆申告期限　平成21年２月２日㈪

◆留意事項

１　平成20年度に「耐用年数省令」が改正され、機械及び装

　置を中心に資産区分の整理・耐用年数の見直しが行われまし

　た。詳しい改正内容は、市（税務課）のホームページをご覧

　になるか、税務課または各支所市民課窓口へ問い合わせてく

　ださい。

２　トラクター・コンバイン、工場など構内で使用しているフ

　ォークリフト及びミニローダーは償却資産ではなく、小型特

　殊自動車として軽自動車税の対象となります。標識（緑ナン

　バー）の交付を受けている車両は、償却資産として申告する

　必要はありません。

　　なお、標識の交付を受けていない車両は、税務課または各

　支所市民課窓口に交付申請書を提出してください。

◆問合せ　税務課家屋資産税係　☎757-3728

　
平
成
21
年
４
月
30
日
任
期
満
了
に
伴
う
「
十
日
町
市
長
及
び
十
日
町
市
議
会
議

員
一
般
選
挙
」
の
日
程
を
、次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
告
　
示
　
日
　
　
平
成
21
年
４
月
19
日
㈰

●
投
　
票
　
日
　
　
平
成
21
年
４
月
26
日
㈰

※
立
候
補
予
定
者
説
明
会
は
３
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
問
　
合
　
せ
　
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎
７
５
７
―
３
１
９
１

十
日
町
市
長
及
び
十
日
町
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
日
程
が
決
定
し
ま
し
た

年末年始の市やごみ収集などの業務状況、市の各施設の休館状況などをお知らせします。

　ただし、本庁の市民生活課・税務課・介護

国保課・福祉課・会計課の窓口は、29日㈪午

前８時30分〜午後５時30分・30日㈫午前８時

30分〜午後０時30分は業務を行います（旅券

業務は除く）。本町分庁舎の産業振興課の窓

口は、12月29日㈪・30日㈫午前８時30分〜

午後５時30分は業務を行います。

年末年始の市の業務
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　このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（☎
757─3112内線213）へ、気軽にお寄
せください。
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公共的施設年末年始の営業状況

●
日
時
＝
12
月
27
日
㈯
午
後
２
時
～

３
時
30
分
●
会
場
＝
情
報
館
●
参
加

費
＝
３
０
０
円
●
テ
ー
マ
＝
「
話
し

上
手
は
聞
き
上
手
」
●
講
師
＝
Ｆ
Ｍ

と
お
か
ま
ち
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
12
月
25
日
㈭
ま
で
に

「
話
の
泉
」
代
表
・
金
子
（
☎
７
５

７
―
２
１
６
３
）
ま
た
は
総
合
政
策

課
自
治
振
興
係
（
内
線
２
３
５
）

●
日
時
＝
12
月
17
日
㈬
午
後
７
時
～

８
時
30
分
●
会
場
＝
市
民
会
館
●
対

象
＝
18
歳
以
上
●
入
場
料
＝
無
料
●

講
師
＝
下
田
真
理
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

青
少
年
メ
デ
ィ
ア
研
究
協
会
企
画
・

調
査
員
）
●
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
☎
７
５
７
―
８
９
１
８
）

●
日
時
・
内
容
＝
▼
12
月
20
日
㈯
午

前
10
時
～

：「
シ
ー
ト
ン
動
物
記
『
ち

び
犬
チ
ン
ク
』」、10
時
25
分
～

：「
ハ

ー
ド
ル
」
▼
12
月
23
日
（
天
皇
誕
生

日
）
午
前
10
時
～

：

「
シ
ー
ト
ン
動

物
記
『
タ
ラ
ク
山
の
熊
王
』」、
10
時

25
分
～

：

「
走
れ
メ
ロ
ス
」
●
会
場

＝
情
報
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合

せ
＝
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
情
報

館
内
☎
７
５
０
―
５
１
０
１
）

●
日
時
＝
12
月
21
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
３
時
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
参

加
費
＝
１
、
５
０
０
円
（
わ
ら
１
束

込
み
）
※
わ
ら
の
追
加
は
１
束
２
０

０
円
、
各
種
飾
り
は
別
料
金
●
定
員

＝
先
着
20
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

ク
ロ
ス
10
（
☎
７
５
７
―
２
３
２
３
）

　
新
年
最
初
の
卓
球
大
会
を
観
戦
し

ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
21
年
１
月
１

日
（
元
日
）
午
前
９
時
～
●
会
場
＝

川
西
総
合
体
育
館
●
入
場
料
＝
無
料

●
種
目
＝
①
一
般
男
子
②
一
般
女
子

③
カ
デ
ッ
ト
男
子
④
カ
デ
ッ
ト
女
子

⑤
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
（
①
～
④
は
シ
ン

グ
ル
ス
の
み
）
※
参
加
申
込
み
は
12

月
13
日
㈯
（
申
込
書
必
着
）
で
締
切

り
と
な
り
ま
す
●
問
合
せ
＝
十
日
町

市
卓
球
協
会
・
渡
辺
（
☎
０
９
０
―

２
２
３
５
―
３
９
４
２
）

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
で
、

一
人
暮
ら
し
で
の
生
活
が
不
安
な
人

を
対
象
と
し
た
施
設
で
す
。
バ
リ
ア

フ
リ
ー
仕
様
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
備

で
、
管
理
人
が
24
時
間
常
駐
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
●
所
在
地
＝
霜
条
地
内
（
川

西
中
学
校
隣
り
）
●
構
造
＝
18
年
度

建
築
鉄
骨
造
２
階
建
●
間
取
り
＝
６

畳
Ｄ
Ｋ
（
和
室
）
●
家
賃
（
月
）
＝
５
、

０
０
０
円
～
５
２
、
０
０
０
円
●
募

集
戸
数
＝
１
戸
●
募
集
期
間
＝
12
月

11
日
㈭
～
22
日
㈪
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
川
西
支
所
市
民
課
福
祉
介
護
係

（
☎
７
６
８
―
４
９
５
７
）

　
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
冬
季
大
会
ス

キ
ー
競
技
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競

技
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
ま
す
。
●
日
時
＝
２
月
18
日
㈬

～
20
日
㈮
午
前
７
時
～
午
後
４
時
●

会
場
＝
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競

技
場
●
対
象
＝
18
歳
以
上
の
健
康
な

人
※
男
女
不
問
、
高
校
生
不
可
●
定

員
＝
各
日
先
着
５
人
※
３
日
間
通
し

て
協
力
い
た
だ
け
る
人
優
先
●
活
動

内
容
＝
会
場
美
化
（
ト
イ
レ
清
掃
や

ご
み
拾
い
な
ど
）
※
競
技
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
12
月
25
日
㈭
ま
で

に
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
冬
季
大
会
等

十
日
町
市
実
行
委
員
会
（
国
体
準
備

室
内
☎
７
５
２
―
３
１
０
３
）

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
な
ど
に

よ
り
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
（
養
育

者
）
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
８
～

11
月
分
の
手
当
を
12
月
11
日
㈭
に
受

給
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
●

高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

「
千
寿
さ
く
ら
荘
」
入
居
者
募
集

第
２４
回
川
西
元
旦
卓
球
大
会

話
し
方
講
座

こ
と
ば
の
柔
軟
体
操
！
③

し
め
縄
講
習
会

年
末
子
ど
も
映
画
上
映
会

ト
キ
め
き
新
潟
国
体

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

８
〜
11
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
振
り
込
み
ま
す

は
ぐ
く
み
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
２
弾

講
演
会
「
危
な
い
！
ケ
ー

タ
イ
電
話
の
落
と
し
穴
」

手
当
額
＝
受
給
者
に
よ
り
異
な
る
の

で
証
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
●
問

合
せ
＝
市
民
生
活
課
年
金
係
（
内
線

１
６
７
）
ま
た
は
各
支
所
市
民
課

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
ま
た
は

長
寿
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人

を
対
象
に
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
20
年
度

分
は
12
月
26
日
㈮
で
申
込
み
を
締
め

切
り
ま
す
の
で
、
人
間
ド
ッ
ク
の
申

込
み
を
す
る
場
合
は
介
護
国
保
課
国

保
係
ま
た
は
各
支
所
市
民
課
へ
保
険

証
を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
今
年
度
、
特
定
健
康
診

査
ま
た
は
住
民
健
診
を
受
け
た
人
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。
●
助
成
率
＝

▼
国
民
健
康
保
険
加
入
者

：

費
用
の

６
割
▼
長
寿
医
療
制
度
加
入
者

：

費

用
の
３
割
●
問
合
せ
＝
介
護
国
保
課

国
保
係
（
内
線
１
６
６
）

　
経
済
産
業
省
で
は
、
12
月
31
日
現

在
で
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
に
、
１
年
間
の
製
造

活
動
な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

12
月
下
旬
～
21
年
１
月
に
か
け
て
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
総
務

課
文
書
統
計
係
（
内
線
２
１
６
）

　
十
日
町
警
察
署
管
内
10
月
末
現
在

の
振
り
込
め
詐
欺
発
生
状
況
は
、
件

数
11
件
・
被
害
額
約
１
、
４
７
０
万

円
（
前
年
比
△
10
件
・
△
約
１
０
０

万
円
）
で
昨
年
よ
り
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
県
内
全
体
で
は
激
増
中
で
す
。

今
後
「
定
額
給
付
金
」
が
始
ま
っ
た

場
合
、
給
付
を
装
っ
た
詐
欺
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
次
の
点
に
注
意

し
、
市
や
総
務
省
を
か
た
っ
た
電
話

や
郵
便
物
な
ど
不
審
に
思
っ
た
ら
迷

わ
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
▼
給
付
の

た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求
め
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
▼
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
操
作
し
て
他
人
か
ら
お
金
を
振
り

込
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▼
給
付
の
際
に
手
数
料
な
ど
の
振
込

み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
▼
現
時
点
で
、
世
帯
構
成
な
ど

の
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
●
問
合
せ
＝
十
日

町
警
察
署
（
☎
７
５
２
―
０
１
１
０
）

　
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
と
き

は
、「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
を
活
用
す
る
と
便
利
で
す
。
電

子
証
明
書
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ

イ
タ
な
ど
の
準
備
が
で
き
た
ら
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
開
始

届
出
書
の
提
出
や
初
期
登
録
作
業
を

行
い
、
利
用
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
※

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
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へ
●
問
合

せ
＝
十
日
町
税
務
署
（
☎
７
５
２
―

３
１
８
１
）

●
期
間
＝
～
４
月
30
日
㈭
（
積
雪
状

況
に
よ
り
変
更
あ
り
）
※
１
月
１
日

（
元
日
）・
２
日
㈮
及
び
冬
季
国
体
開

催
期
間
は
休
業
●
営
業
時
間
＝
午
前

10
時
～
午
後
８
時
（
火
曜
日
と
第
３

金
曜
日
は
午
後
５
時
～
）
●
料
金
＝

ボ
ー
ル
１
個
10
円
※
５
千
円
・
１
万

円
の
回
数
券
あ
り
●
問
合
せ
＝
吉
田

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎

７
５
２
―
０
６
７
０
）

●
試
験
日
＝
21
年
２
月
18
日
㈬
●
申

込
み
期
間
＝
12
月
18
日
㈭
～
21
年
１

月
26
日
㈪
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
申

込
み
期
間
内
に
、
申
込
書
（
問
合
せ

先
に
配
置
）
に
受
験
料
を
添
え
て
十

日
町
商
工
会
議
所
（
☎
７
５
７
―
５

１
１
１
）

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

　
11
月
25
日
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
16
ペ
ー
ジ
・
ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば

の
中
で
、『
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
』
の

開
催
日
が
13
日
㈯
と
あ
り
ま
す
が
、

正
し
く
は
20
日
㈯
で
し
た
。
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。
な
お
、
時
間
・

会
場
な
ど
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

人
間
ド
ッ
ク
助
成
申
請
の

申
込
み
を
締
め
切
り
ま
す

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
は
じ
め
よ
う
！

〜
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
〜

販
売
士
検
定
試
験
（
３
級
）

「
定
額
給
付
金
」の
給
付
を

装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
や

個
人
情
報
詐
取
に
注
意
！

吉
田
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
室
内
ゴ
ル
フ
練

習
場
オ
ー
プ
ン

◆クロス10：12月31日㈬　休館、１月１日（元日）〜３日㈯　午前
９時〜午後６時、４日㈰〜通常営業

◆キナーレ明石の湯：12月31日㈬　午前10時〜午後８時、午後11時
〜翌朝３時、１月１日（元日）午後１時〜10時、２日㈮〜通常営業

◆キナーレ体験工房館・きもの歴史館：12月29日㈪〜１月１日（元日）
休館、２日㈮〜通常営業

◆松葉荘：12月30日㈫〜１月１日（元日）休館
◆千手温泉千年の湯：12月31日㈬　午前10時〜午後８時（最終入館

７時30分）、１月１日（元日）〜通常営業
◆ひだまりプール：12月25日㈭〜１月３日㈯　定期点検のため休館
◆光の館：６日㈫・７日㈬　休館
◆ゆくら妻有：12月31日㈬　午前10時〜午後９時、午後９時30分〜

翌朝６時、１月１日（元日）午前11時〜
◆湯処よーへり：12月31日㈬　休館、１月７日㈬〜３月下旬冬季休業
◆まつだい農舞台：12月24日㈬〜１月９日㈮　休館
◆芝峠温泉雲海：12月25日㈭〜１月６日㈫　休まず営業
　食堂…平日は午後５時、土・日曜日は６時まで営業
　日帰り入浴…午後７時まで営業
◆まつだいふるさと会館：12月31日㈬　正午まで、１月１日（元日）

〜３日㈯　午後５時まで営業
※森の学校キョロロ・ミオンなかさと・松之山温泉鷹の湯は通常営業
を行います

公共的施設年末年始の営業状況

寄付ありがとう
11月25日届出分まで(敬称略)

●とおかまち応援寄附金へ＝髙橋

秀夫（神奈川県座間市）森田佳

子（東京都世田谷区）春日寛（東

京都武蔵野市）春日恒子（東京

都武蔵野市）山岸多喜男

●地域福祉基金へ＝高橋林市（伊

友・50,000円）根茂織物ＯＢ

会（12,850円）高田町六親会

（100,000円）松代ゴルフ倶楽

部（51,000円）

●情報館へ＝保坂希（田中町）俵

山英俊（二ツ屋）近藤文子（千

葉県千葉市）曽根恵子（東京都

中央区）上越鳥の会（上越市）

㈶アフィニス文化財団（東京都

港区）（福）ぶどうの木ロゴス点字

図書館（東京都江東区）

●博物館へ＝庭野重吉（上川町）

島田寅雄（通り山）

(五)

▼
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
、
１
階
の
窓

に
落
と
し
板
を
は
め
、
玄
関
先
の
バ
イ
ク

を
車
庫
の
奥
に
し
ま
い
、
代
わ
り
に
除
雪

機
を
外
に
出
す
。
我
が
家
の
冬
支
度
は
こ

れ
く
ら
い
で
終
わ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

こ
れ
か
ら
長
い
冬
が
来
る
と
実
感
し
ま
す
。

▼
小
学
校
の
社
会
科
で
「
寒
い
地
方
の
暮

ら
し
」
を
学
び
ま
す
。
そ
の
た
め
小
学
生

か
ら
と
き
ど
き
雪
国
の
暮
ら
し
に
つ
い
て

問
合
せ
が
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は
「
ど
う

し
て
そ
ん
な
所
に
住
ん
で
い
る
ん
で
す
か
」

と
い
う
質
問
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
と

こ
ろ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
生
活
を
し
て
い
ま

す
と
答
え
て
い
ま
す
が
、
正
直
、
約
30
年

前
に
十
日
町
に
帰
っ
て
き
た
と
き
は
、
冬

に
な
る
と
気
が
重
く
な
り
ま
し
た
。
最
近

は
道
路
除
雪
や
屋
根
雪
の
処
理
も
以
前
と

▼
と
う
と
う
雪
が
降
り
始
め
ま
し
た
。“〝
大

雪
か
小
雪
か
〟
は
定
番
の
話
題
で
す
が
、

や
っ
ぱ
り
気
に
な
り
ま
す
。
遠
く
で
暮
ら

す
家
族
や
友
人
と
久
し
ぶ
り
に
会
え
る
こ

ろ
に
は
、
ど
れ
だ
け
積
も
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
毎
年
、

積
雪
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
市
役

所
前
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
11
月
20
日
㈭
か
ら
始
め
ま
し
た
。
同
じ

場
所
か
ら
撮
影
す
る
の
で
毎
日
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
風
景
で
す
が
、
以
前
市
内
に

住
ん
で
い
た
と
い
う
人
か
ら
、「
十
日
町

の
雪
景
色
が
懐
か
し
い
」
と
喜
ん
で
も

ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、

ち
ょ
っ
と
自
慢
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
市
内

各
地
の
積
雪
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
と
併
せ
て
十
日
町
の
雪
情
報

は
比
べ
よ
う
が
な
い

ほ
ど
進
み
、
そ
ん
な

に
い
や
で
も
な
く
な

り
ま
し
た
。

の
参
考
に
し
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

(高)
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お知らせ・ガイド
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



吉
樂
響
き
�
う
こ子
さ
ん（
2
年
）

羽鳥　光
ひかる

さん（３年）

中島唯
ゆ

衣
い

さん（５年）

ラストスパートをかけて、響子さん
にバトンを渡す場面を描きました。先
生のアドバイスでひざが曲がっている
ように描いたらうまくいきました。

夕方家の近くの野原でとんぼがた

くさん飛んでいるところです。夕焼

け空にはえてきれいでした。花と草

の色がうまく描けました。

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

　
　
　
　
　
　
走
っ
た
ぼ
く

　
と
ん
ぼ
の
空

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
弟
二

人
で
柏
崎
の
花
火
を
見
に
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
花
火
を
ク
レ
ヨ
ン
、
海

は
絵
の
具
で
描
い
て
、
花
火
に
色
が

移
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

友
だ
ち
の
唯
衣
さ
ん
は
、
よ
く

ほ
お
づ
え
を
つ
い
て
い
る
の
で
、
そ

の
様
子
を
描
き
ま
し
た
。
顔
の
細
か

い
と
こ
ろ
を
描
く
の
は
難
し
か
っ
た

け
ど
、
楽
し
く
描
け
ま
し
た
。

プ
ー
ル
で
み
ん
な
と
泳
い
で
い

る
絵
で
す
。
ク
ラ
ス
全
員
を
描
き

ま
し
た
。
も
ぐ
っ
て
い
る
人
の
近

く
に
泡
を
描
い
た
ら
本
当
に
も
ぐ

っ
て
い
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

井
ノ
川
健け
ん

右す
け

さ
ん（
4
年
）

藤
田
真ま

緒お

さ
ん（
6
年
）

井
之
川
花は

奈な

さ
ん（
1
年
）

プールは楽しいな

友だちのくせ

カラフルなお花

柏崎の花火

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
カ
ッ
タ
ー
で
切

っ
て
、
カ
ラ
ー
セ
ロ
ハ
ン
を
は
っ

て
作
り
ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ
て

光
に
す
か
し
た
ら
、
床
に
き
れ
い

な
色
が
映
り
ま
し
た
。
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■ 人　口  61,401人（－45） 男  30,059人（－20）  女  31,342人（－25）
■ 世帯数  19,965世帯（－４） 11月末現在（　）は前月からの増減市民の動き
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